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序
　
章

　
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
の
産
業
構
造
の
変
化
、
す

な
わ
ち
、
繊
維
工
業
な
ど
の
軽
工
業
中
心
の
産
業
構
造
か
ら
、
鉄
鋼
・

　
　
　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

石
油
化
学
・
機
械
工
業
な
ど
の
重
化
学
工
業
中
心
の
産
業
構
造
へ
の
変

化
、
し
か
も
そ
の
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
展
開
を
前
提
と
し
て
、

重
化
学
工
業
資
本
の
一
層
の
強
蓄
積
を
促
進
す
る
た
め
の
財
政
政
策
が

展
開
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
四
五
年
ま
で
を
「
高
度

成
長
」
期
と
し
、
そ
の
問
の
強
蓄
秩
を
支
え
た
租
税
政
策
に
。
焦
点
を
あ

て
っ
つ
、
そ
の
構
造
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
矛
盾
を
解
明
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
経
済
過
程
に
お
け
る
矛
盾
は
、
経
済
そ
れ
自
体
の
法
則

に
よ
っ
て
主
要
に
は
観
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
租
税
政
策
は
そ
れ
を

促
進
す
る
も
の
に
－
す
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
租
税
だ
け
で
は
な
く
、
財

政
全
体
と
関
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的
な
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
財
政
全
体
の
中
に
お
げ
る
租
税
政
策
の

位
置
づ
げ
を
行
な
い
っ
つ
、
そ
れ
に
限
定
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で

租
税
政
策
が
経
済
過
程
に
お
げ
る
矛
盾
の
顕
在
化
と
関
っ
て
い
る
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
四
三
三
）
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実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
租
税
政
策
の
彩
態
そ
れ
自
体
は
経
済
過
程
の
変
化
、

そ
れ
も
軽
工
業
中
心
の
蓄
積
か
ら
素
材
重
化
学
工
業
資
本
中
心
の
蓄
積

　
へ
の
変
化
に
よ
っ
て
観
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
租
税

政
策
の
彩
態
変
化
を
通
じ
て
経
済
過
程
に
お
け
る
矛
盾
が
促
進
さ
れ
た

　
の
で
あ
る
。

　
戦
後
目
本
の
企
業
課
税
政
策
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
見

解
は
、
一
方
で
は
、
；
同
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
政
府
の
諸
計
画
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
「
成
長
」
を
一
層
促
進
す
る
立
場
か
ら
の
議
論
で
あ
る
。

他
方
で
は
、
「
成
長
」
が
同
時
に
富
と
貧
困
の
両
極
へ
の
集
中
の
過
程

で
あ
り
、
そ
れ
を
租
税
政
策
が
促
進
し
た
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

　
　
ま
ず
前
者
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
　
昭
和
三
二
年
に
経
済
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
決
定

。
さ
れ
た
「
新
長
期
経
済
計
画
」
に
は
、
そ
の
目
的
と
そ
れ
に
添
っ
た
租

税
政
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
こ
の
計
画
の
主
要
な
目
的
は
経
済
の
安
定
を
維
持
し
つ
つ
で
き
る

だ
げ
高
い
経
済
成
長
率
を
持
続
的
に
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民

生
活
水
準
の
着
実
な
向
上
を
は
か
り
つ
つ
、
完
全
雇
用
の
状
態
に
接
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
四
三
四
）

　
「
資
本
蓄
積
の
増
強
を
は
か
り
つ
つ
投
資
と
貯
蓄
の
均
衡
保
持
に
つ

と
め
通
貨
価
値
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
、
目
標
と
す
る
経
済
成
長
を
実
現

す
る
た
め
、
そ
の
支
え
と
な
る
基
幹
部
門
へ
の
所
要
資
金
の
流
入
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

保
す
る
こ
と
は
、
財
政
金
融
の
中
心
的
な
役
割
で
あ
り
…
…
。
」

　
「
資
本
蓄
積
の
推
進
の
た
め
財
政
に
対
し
て
要
望
さ
れ
る
点
は
、
第
一

に
民
問
蓄
積
の
増
強
に
資
す
る
た
め
の
租
税
負
担
の
軽
減
で
あ
り
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

二
に
産
業
基
盤
の
育
成
強
化
の
た
め
の
投
資
を
確
保
す
る
事
で
あ
る
。
」

　
そ
し
て
、
資
本
蓄
積
の
推
進
と
Ｌ
て
の
企
業
課
税
政
策
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
企
業
の
滅
価
償
却
制
度
を
常
に
適
正
な
ら
し
め
る
よ
う
に
し
、
法

人
税
負
担
の
軽
滅
と
と
も
に
企
業
の
内
部
留
保
の
増
大
と
資
本
構
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

是
正
の
実
現
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
「
高
い
経
済
成
長
率
」
の
達
成
が
、
即
「
国
民
生
活
水
準
の
向
上
を

は
か
る
」
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
計
画
で
は
、

「
高
い
経
済
成
長
率
」
の
達
成
に
最
大
の
主
眼
が
置
か
れ
、
そ
の
た
め

に
資
本
蓄
積
を
推
進
す
る
財
政
政
策
を
遂
行
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

法
人
税
負
担
の
軽
減
と
内
部
留
保
の
増
大
を
は
か
る
こ
と
が
政
策
と
し

て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
は
、
税
制
調
査
会
の
答
申
に
具
体
化
さ
れ
、
「
高
度
成
長
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

期
を
貫
く
租
税
政
策
の
柱
に
た
っ
て
お
り
、
現
実
に
こ
の
よ
う
な
租
税

政
策
が
、
高
い
経
済
成
長
率
を
持
続
さ
せ
る
の
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
　
「
高
度
成
長
」
過
程
は
自
ら
の
内
部
に
矛
盾
を
は

ら
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
矛
盾
は
「
高
度
成
長
」
過
程
が
重
化

学
工
業
資
本
中
心
の
蓄
積
、
と
り
わ
け
素
材
重
化
学
工
業
資
本
中
心
の

蓄
積
で
あ
っ
た
こ
と
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
高
度
成
長
」
下
に
お
け
る
企
業
減
税
形
態
の
具
体
的
た
研
究
は
、
そ

れ
が
極
め
て
特
定
部
門
に
お
げ
る
減
税
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
政
府
の
諸
計
画
の
中
に
は
、
　
「
高
度
成
長
」
過
程
が
構
造
的
に
持
つ

矛
眉
と
、
そ
れ
を
促
進
し
た
租
税
形
態
に
つ
い
て
の
議
論
が
全
く
み
ら

れ
な
い
の
で
あ
り
、
　
「
高
度
成
長
」
政
策
の
破
綻
し
た
今
目
ま
で
、
今

な
お
基
本
的
に
，
は
租
税
政
策
に
変
更
は
み
う
げ
ら
れ
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
政
府
の
租
税
政
策
を
、
実
質
的
公
平
の
立
場
か
ら
批
判

し
て
い
る
代
表
的
た
見
解
に
、
谷
山
治
雄
氏
の
見
解
が
あ
る
。
氏
は
、

国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
げ
る
租
税
政
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
独
占
資
本
主
義
の
段
階
、
そ
し
て
国
家
独
占
資
本
主
義
が
強
化
さ
れ
つ
つ

　
あ
る
時
代
に
お
け
る
租
税
政
策
は
、
税
負
担
の
増
犬
、
労
働
者
階
級
を
は
じ
め

　
と
す
る
人
民
に
た
い
す
る
大
衆
的
収
奪
と
独
占
に
た
い
す
る
減
免
税
特
権
の
強

　
　
　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

化
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
的
租
税
原
則
で
あ
る
負
担
公
平
の
原
則
の
破
壊
、

租
税
法
律
主
義
の
じ
ゅ
う
り
ん
等
を
特
徴
と
す
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
わ
が

国
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
戦
後
の
わ
が
国
に
お
い
て

は
、
敗
戦
と
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
よ
る
占
領
支
配
、
独
占
資
本
の
急
速
な
復

活
と
強
蓄
積
の
過
程
で
、
こ
の
よ
う
な
国
家
独
占
資
本
主
義
的
税
収
奪
は
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

界
に
冠
す
る
激
し
さ
を
も
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
」

ま
た
氏
は
、
企
業
課
税
に
つ
い
て
、
税
率
引
下
げ
と
租
税
特
別
措
置

に
よ
る
企
業
減
税
を
批
判
さ
れ
た
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
企
業
課
税
の
根
本
問
題
は
、
税
負
担
の
実
質
的
公
平
を
実
現
す
る
と
い
う

見
地
か
ら
、
ま
ず
そ
の
根
本
的
性
格
を
科
学
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

次
に
、
企
業
課
税
の
軽
滅
は
、
い
か
た
る
名
目
で
そ
の
緊
要
性
を
説
こ
う
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

大
衆
課
税
の
軽
減
と
の
関
連
で
考
慮
さ
れ
た
け
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
」

　
谷
山
治
雄
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
。
「
実
質
的
公
平
を
実
現
す
る
」
見
地

か
ら
、
一
方
で
の
独
占
資
本
に
対
す
る
減
免
税
特
権
の
強
化
と
、
他
方

で
の
租
税
に
よ
る
大
衆
収
奪
の
強
化
を
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

て
氏
は
、
広
義
の
租
税
特
別
措
置
に
よ
る
特
恵
的
減
税
額
を
計
算
さ
れ
、

一
層
氏
の
見
解
に
説
得
力
を
持
た
せ
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
の
租
税
を
通
じ
る
富
と
貧
困
の
両
極
へ
の
集
中
の
促
進
は
、
租
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

を
通
じ
る
階
級
闘
争
の
一
層
の
激
化
と
し
て
現
わ
れ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
、
私
は
氏
の
見
解
を
一
層
発
展
さ
せ
、
よ
り
具
体
的

な
目
本
資
本
主
義
の
構
造
と
、
そ
れ
と
の
関
り
に
。
お
げ
る
具
体
的
た
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
四
三
五
）
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業
減
税
彩
態
の
変
化
を
明
確
に
。
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
資
本

主
義
の
現
段
階
に
お
い
て
顕
在
化
し
て
い
る
矛
盾
の
構
造
が
よ
り
重
層
軌

的
に
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

　
「
高
度
成
長
」
過
程
に
お
げ
る
租
税
政
策
は
、
産
業
構
造
の
変
化
に

規
定
さ
れ
て
そ
の
形
態
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
重
化
学
工
業
資
本
の
掛
蓄

積
を
一
層
推
進
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
、

部
門
問
の
不
均
等
発
展
と
い
う
矛
盾
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）
（
１
１
）

学
工
業
資
本
の
過
剰
生
産
を
一
層
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

工
業

重
化

（
１
）
経
済
企
画
庁
編
『
新
長
期
経
済
計
画
』
ニ
ベ
ー
ジ

（
２
）
　
同
右
　
六
べ
－
ジ

（
３
）
　
同
右
　
二
〇
べ
－
ジ

（
４
）
　
同
右
　
一
九
べ
－
ジ

（
５
）
　
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
に
お
い
て
も
、
「
高
度
成
長
を
維
持
す
る
」

　
　
た
め
の
租
税
政
策
と
し
て
、
「
企
業
の
資
本
減
耗
引
当
と
法
人
留
保
に

　
　
つ
い
て
は
、
企
業
の
減
価
償
却
制
度
の
適
正
化
、
法
人
税
負
担
の
軽
滅

　
　
た
ど
税
制
面
の
適
正
な
配
慮
を
行
た
っ
て
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
」

　
　
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）
谷
山
治
雄
「
最
近
に
お
げ
る
租
税
政
策
の
特
徴
　
　
現
代
日
本
の
国

　
　
家
独
占
資
本
主
義
と
租
税
政
策
　
　
」
月
刊
『
経
済
』
第
六
号
一
九
六

　
　
三
年
九
月
発
行
所
収
　
五
四
べ
ｉ
ジ

（
７
）
谷
山
治
雄
著
『
租
税
政
策
論
』
一
九
六
九
年
七
月
発
行
　
一
四
一
べ

　
　
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
四
三
六
）

（
８
）
例
え
ぱ
、
谷
山
氏
は
昭
和
四
十
年
度
の
租
税
特
別
措
置
（
広
義
）
に

　
　
よ
る
租
税
減
免
額
を
八
九
〇
九
億
円
で
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
「
独
占
本
位
の
減
免
税
額
の
内
容
　
　
租
税
特
別
措
置
（
広
義
）
に
よ

　
　
る
租
税
減
免
額
に
か
ん
す
る
試
算
１
」
月
刊
『
経
済
』
一
九
六
六
年

　
　
一
月
号
　
二
一
五
べ
ー
ジ
）

　
　
　
ま
た
、
昭
和
四
八
年
度
に
お
け
る
租
税
特
別
措
置
に
よ
る
滅
免
税
額

　
　
を
五
兆
二
二
七
三
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
　
（
谷
山
治
雄
著
『
税
制

　
　
改
革
』
一
九
七
四
年
五
月
発
行
　
一
四
七
べ
ー
ジ
）

（
９
）
　
二
方
で
大
衆
課
税
の
問
題
、
つ
ま
り
租
税
負
担
の
公
平
を
た
え
ず

　
　
呼
び
だ
す
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。
他
方
で
は
国
民
経
済
発
展
の
原
動
力

　
　
で
あ
る
資
本
蓄
積
と
課
税
、
ま
た
企
業
や
利
潤
の
課
税
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
資
本
主
義
経
済
で
は
こ
の
二
つ
は
た
え
ず
矛
盾
し
対
立
す
る
間
題
で
あ

　
　
る
。
」
（
島
恭
彦
著
『
財
政
学
概
論
』
一
九
六
一
二
年
発
行
八
○
べ
ー
ジ
）

（
１
０
）
そ
の
他
の
戦
後
日
本
の
企
業
課
税
に
つ
い
て
の
論
文
と
し
て
、
佐
藤

　
　
進
氏
の
「
戦
後
日
本
の
税
制
改
革
と
そ
の
方
向
」
（
佐
藤
進
著
『
現
代
税

　
　
制
論
』
一
九
七
〇
年
発
行
　
第
五
章
）
、
和
田
八
束
氏
の
「
租
税
特
別
措

　
　
置
批
判
」
（
『
立
教
経
済
学
研
究
』
一
九
七
三
年
二
百
発
行
所
収
）
、

　
　
「
租
税
特
別
措
置
の
形
成
と
展
開
過
程
」
（
和
田
八
束
著
『
現
代
租
税
論
』

　
　
一
九
七
〇
年
発
行
　
第
八
章
お
よ
び
第
九
章
）
が
あ
る
。

　
　
　
前
者
は
、
戦
後
目
本
の
税
制
改
革
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
税

　
　
制
調
査
会
の
諸
答
申
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
二
論

　
　
文
は
、
戦
後
目
本
の
租
税
特
別
措
置
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
ら

　
　
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
ｎ
）
近
代
経
済
学
の
側
か
ら
の
、
産
業
構
造
に
対
す
る
法
人
税
の
効
果
に

　
　
つ
い
て
の
理
論
と
し
て
、
「
法
人
税
の
歪
曲
効
果
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、



　
法
人
税
負
担
の
産
業
問
杵
差
が
「
株
式
資
本
集
約
的
商
品
」
の
価
格
差

　
に
反
映
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
の
生
産
物
消
費
に
歪
曲
効
果
が
生
み
出

　
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
論
は
、
法
人
税

　
転
嫁
論
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
批
判
は
他
稿
に
譲
り

　
た
い
と
思
う
。
十
口
田
精
司
「
法
人
税
と
資
本
蓄
積
」
木
下
和
夫
編
『
講

　
座
・
日
本
の
財
政
』
第
二
巻
『
税
制
と
租
税
負
担
』
第
三
章
参
照

策
一
章
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策

　
　
　
の
役
割
り

　
　
　
箪
一
節
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
不
均
等
発
展

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
は
、
昭
和
三
十
年
に
戦
前
．

戦
中
を
通
じ
た
工
業
生
産
の
最
高
水
準
を
回
復
し
た
後
、
未
層
有
の
強

蓄
穫
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
れ
を
工
業
生
産
指
数
に
よ
っ
て
み
る
と
、
昭

和
十
年
を
百
と
し
て
、
昭
和
一
九
年
に
は
戦
前
・
戦
中
を
通
じ
る
最
高

水
準
で
あ
る
一
六
六
に
達
し
た
後
、
昭
和
二
一
年
に
は
二
六
に
激
減
し
、

昭
和
二
六
年
に
昭
和
十
年
の
水
準
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
年
に
昭
和
一
九

年
の
最
高
水
準
ま
で
回
復
し
、
そ
の
後
、
強
蓄
積
過
程
の
中
で
、
昭
和

四
五
年
に
は
実
に
二
二
七
四
に
達
し
た
。
強
蓄
積
の
一
五
年
間
に
、
生

産
額
が
八
・
四
倍
に
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
だ
が
ン
」
の
過
程
は
、
す
ぐ
れ
て
特
定
部
門
に
お
げ
る
強
蓄
積
過
程
で

　
　
　
　
重
化
学
工
業
資
木
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

）％（
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４
０
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１２Ｐ版年

４
７和昭

』
成
　
。

鑑
作
た

年
が
っ

計
者
と

統
筆
を

済
り
」

経
よ
況

『
表
不

杜
数
一

報
指
況

新
産
不

済
生
ｒ

経
業
は

洋
工
間

東
鉱
期

）注（

あ
り
、
　
「
高
度
成
長
」
過
程
は
同

時
に
不
均
等
発
展
と
い
う
矛
盾
の

累
積
過
程
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
工
業
生
産
額
の
推
移
を

み
て
み
る
と
、
表
１
１
１
の
よ
う

に
、
、
鉄
鋼
業
・
化
学
工
業
・
機
械

工
業
に
お
け
る
昭
和
二
九
年
か
ら

四
五
年
ま
で
の
平
均
増
加
率
は
、

絶
え
ず
十
％
を
上
ま
わ
っ
て
お
り
、

鉄
鋼
業
と
機
械
工
業
の
第
二
期
お

よ
び
機
械
工
業
の
第
四
期
に
は
、

二
〇
％
を
越
え
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
繊
維
工
業
と
食
料
品
工

業
に
お
い
て
は
、
増
加
率
が
十
％

を
越
え
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に

一
期
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
多
く
は
五
％
か
ら
九
％
ま
で
を
推
移
し
て
い
る
。

し
か
も
、
第
三
期
か
ら
第
四
期
に
か
け
て
、
増
加
率
が
鉄
鋼
業
．
化
学

工
業
お
よ
び
機
械
工
業
に
お
い
て
増
大
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
繊
維

工
業
お
よ
び
食
料
品
工
業
で
は
停
滞
な
い
し
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
四
三
七
）
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平
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８
１
５
８
４
２
３
３
３
４

比

年

采↓
度

～
一
～
～
～

・
ｂ
８
１
５
８

成

昭

年
伸

２
２
３
３
３

５
１
８
４
秘
３
３
４

年

構

南

りよ表」
泉
。
源
た
び
っ
及
と
途
を
使
」
の
期
金
栄
。

資
繁
る

「
一
あ

』
期
で

析
栄
字

分
繁
数

の
「
の

営
て
期

経
し
下

業
と
度

企
主
年

ｒ
は
各

所
間
究
期
ば

研
，
ら

済
成
れ

経
作
こ

菱
が
お

三
者
な

　
筆）注（

　
次
に
、
総
投
資
額
に
つ
い
て
同
じ
過
程
を
み
る
と
、
一
層
こ
の
こ
と

が
明
確
に
た
る
。

　
表
１
－
２
は
、
五
産
業
に
お
げ
る
総
投
資
額
の
推
移
で
あ
る
が
、
昭

和
二
五
年
に
は
、
繊
維
工
業
の
投
資
額
の
製
造
業
全
体
に
占
め
る
構
成

比
が
五
二
．
一
％
を
占
め
、
最
も
高
い
率
を
示
し
て
い
る
が
、
昭
和
四

四
年
に
は
、

わ
ず
か
五

・
二
％
に

す
ぎ
な
く

た
っ
て
い

る
。
ま
た
、

昭
和
ご
二

年
の
投
資

額
が
六
六

二
億
円
、

昭
和
四
一

年
の
投
資

額
が
四
五

一
億
円
と
、

十
年
問
投
資
に
増
加
が
み
ら
れ
た
パ
と
い
う
停
滞
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
鉄
鍋
業
に
お
い
て
は
、
三
一
年
の
二
四
九
億
円
に
対
し

て
四
四
年
に
は
二
十
倍
近
い
六
四
〇
〇
億
円
に
た
り
、
構
成
比
で
も
二

一
．
○
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
当
期
利
益

金
の
推
移
を
表
１
－
３
に
示
し
て
恥
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
も
同
じ
傾
向
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３

３
４

３
５

３
６

３
７

３
８

３
９

４
０

４
１

４
２

４
３

４
４

率加増均平年

８

０
・

５

３

２
．

・

７

６
．

１

２

６
・

１

”

５

２
．

２

３

４
・

‘

２

２
．

．

４

３
・

２

２

６
・

８

４
・

６

４

０
・

２

２４２

８

９
・

２

９

３
一

１

１

５
．

１

５

２
・

１

４

４
・

１

５

３
・

２

７

６
．

１

２

３
・

２
一

７

２
．

５

０

５
・

１

”０
４
・

２

８

８
．

７

４
．

１

７

５
・

１

４

４
・

１

１

８
一

１

年
２
８

～年
２
６和昭

３
１

～
２
８

３
５

～
３
１

３
８

～
３
５

４
４
～

３
８

比成構

い９
４
．

３

５
．

６

２
．

５

４
．

２

０

８
．

１

６

１
・

１

い

４

４
．

６Ｌ１

５

２
．

２

１

８
・

１

０

０
・

１

６

０
・

１

７

２
．

１

８

１
・

１

７

６
・

１

６

９
一

１

０

５
・

１

１

０
．

２

Ｏ０１

Ｏ０１

Ｏ０１

Ｏ０１

期下年
２
６
１

和
３
昭

３
８

４
４

○じ同に２
１
一表）注（

が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
鉄
鋼
業
は
、
昭
和
二
六
年
か
ら
の
鉄
鋼
第
一
次
合
理
化
に
は
じ
ま
り
、

第
二
次
・
第
三
次
合
理
化
に
お
い
て
、
特
に
．
顕
著
な
新
技
術
導
入
に
も

と
づ
く
巨
大
た
設
備
投
資
を
行
っ
て
き
た
。
製
銑
部
門
に
お
げ
る
高
炉

　
　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

の
大
型
化
、
製
鋼

部
門
に
お
げ
る
平

炉
の
大
型
化
と
Ｌ

Ｄ
転
炉
の
大
量
導

入
、
そ
し
て
圧
延

部
門
に
お
げ
る
、

ス
ト
リ
ッ
プ
ミ
ル

の
導
入
に
代
表
さ

れ
る
自
動
連
続
式

圧
延
機
の
普
及
な

ど
の
技
術
進
歩
と
、

銑
鋼
一
貫
工
場
の

太
平
洋
ベ
ル
ト
地

帯
に
お
げ
る
新
建

設
に
よ
り
、
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

一
・
二
位
の
生
産
能
力
を
備
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
繊
維
工
業
に
お
い
て
は
、
「
本
質
的
に
『
化
学
工
業
』
で
あ
る
」
合
成

繊
維
に
つ
い
て
は
、
か
た
り
急
速
な
設
備
投
資
と
生
産
の
拡
大
が
み
ら

れ
る
が
、
絹
・
綿
・
毛
た
ど
の
天
然
繊
維
工
業
と
レ
ー
ヨ
ソ
・
ス
フ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
四
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
し
か
も
合
成
繊
維
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

素
材
重
化
学
工
業
ほ
ど
の
設
備
投
資
と
生
産
の
増
大
は
み
ら
れ
な
い
の

で
あ
り
、
全
体
と
し
て
、
繊
維
工
業
は
重
化
学
工
業
と
比
べ
て
停
滞
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
こ
の
よ
う
な
不
均
等
発
展
と
い
う
矛
盾
の
一
時
的
解
決
は
、
よ
り
発

展
し
て
い
る
産
業
の
外
国
市
場
へ
の
進
出
で
あ
る
。
戦
後
目
本
資
木
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
四
四
〇
）

義
は
、
ア
メ
リ
ヵ
を
盟
主
と
す
る
同
盟
の
も
と
に
、
原
料
・
農
産
物
輸

入
と
重
化
学
工
業
製
品
の
輸
出
と
い
う
国
際
的
分
業
体
制
を
促
進
さ
せ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
破
壊
を
一
層
進
行
さ
せ
っ
っ
、
急
速
に
技
術
革
新

を
遂
げ
発
展
す
る
重
化
学
工
業
資
本
の
た
め
の
安
価
な
労
働
力
と
商
品

市
場
を
確
保
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
域
的
に
は
、
一
四
大
工
業

地
帯
か
ら
そ
れ
ま
で
農
村
部
で
あ
っ
た
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
の
重
化

）ソト干位単（移推山
八
削

↓産生の鋼鉄４卜表

材鋼鋼普

需内率比出輸出輸産生
産生鋼

－
粗

度年

７２４，４

２３６５

９２６，７

８９９７

３４４７

２０４１１

７９８，３１

１１４，８１

３５６５１

５４０，９１

６１９，１２

６７０１２

９

３
．

１

４

０
・

２

４ぴ１

％
３

　
２
．
　
２

１

０
・

２

２Ｌ１

６Ｌ１

１

９
．

１

１

３
一

１

５

５
・

１

９Ｌ１

２

２
．

２

４

１
・

２

９

４
．

２

５

０
．

３

３７２１

７１４，１

９５９

３５０１

３５７１

０２７１

６４５，２

２８４２

５７４４

９９１５

５６２７

１４２，９

３

８
・

４

６
・

２

４

７
・

２

Ｏ０７，５

９４０，７

８８５，８

１５０，９

６９１，９

２２１，３１

３４４，６１

３９８，０２

８２１，０２

４４２４２

１８１，９２

７１３，０３

７８５，７３

７

２
・

１

６，１２

６

４
・

１

５７８，７

１９７９

８７６，１１

９０３２１

３７７２１

７４２８１

１６１３２

９９３，９２

０５

一
ｎ
６７２

０８０４３

２３５０４

６９２１４

８９８，１５

％

９

２
．

１

８

０
・

２

９

４
・

１

２
９

３
０

３
１

３
２

３
３

３
４

３
５

３
６

３
７

３
８

３
９

４
０

４
１

）率び伸均平年（
３
３
～
２
９

３
７
～
３
３

４
０
～
３
７

次
た

２
　
つ
び
と
よ
で
お
期
。

り
況
り

ノ
不
よ

イ
一
３
９

－
期
Ｐ

ツ
況
」

ホ
不
成

　
　
編

恰
ば
再

材
率
業

鋼
び
産

鋼
伸
の

通
均
本

目
平
日

一
年
「

出
，
編

輸
績
会

，
実
議

計
積
協

統
船
査

産
出
調

通
輸
済

；
の
経

産
晶
本

生
製
日

注

学
工
業
資
本
の
進
出
過
程
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、
一
方
で
の

重
化
学
工
業
の
発
展
と
他
方
で
の
農
業
破
壊
を
促
進
し
、
工
業

部
門
問
の
不
均
等
発
展
を
国
際
分
業
に
よ
っ
て
解
決
す
る
条
件

を
築
き
あ
げ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
零
細
な
農
業
生
産
者

の
犠
牲
の
上
に
、
不
均
等
発
展
が
解
決
を
見
い
出
し
て
き
た
と

言
え
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
国
際
的
分
業
と
農
業
破
壌
に
よ
っ
て

特
定
部
門
・
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
が
可
能
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
表
１
１
４
は
、
鉄
鋼
の
生
産
と
輸
出
の
推
移
で
あ
る
。
普
通

鋼
鋼
材
の
輸
出
比
率
は
、
昭
和
三
十
年
に
二
〇
％
で
あ
っ
た
も

の
が
、
昭
和
四
一
年
に
は
三
〇
％
を
越
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
年
平
均
伸
び
率
に
お
い
て
、
昭
和
三
七
年
以
降
、
生

産
額
増
加
率
が
低
下
し
内
需
が
急
減
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、



輸
出
の
増
加
率
は
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
三
十
年
代
後

平
の
過
剰
牛
産
の
顕
在
化
を
一
層
の
輸
出
拡
大
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
に

は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
巨
大
た
重
化
学
工
業
資
本
の
蓄
積
が
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
同
時
に
１
、
こ
の
こ
と
は
次
の
こ
と
を
内
包
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
国
際
的
な
不
均
等
発
展
の
結
果
と
し
て
、
日
本
の
重
化
学
工
業
品

の
輸
出
が
減
少
す
る
な
ら
ば
、
潜
在
化
し
て
い
る
矛
盾
が
た
ち
ど
こ
ろ

に
現
実
の
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
市
川
弘
勝
著
『
日
本
鉄
鋼
業
の
再
編
成
』
一
九
六
九
年
発
行
参
照

　
　
（
２
）
田
巾
穣
著
『
日
本
合
成
繊
維
工
業
論
』
一
九
六
七
年
発
行
　
二
五
べ

　
　
　
ー
ジ

　
　
（
３
）
化
学
繊
維
工
業
の
総
投
資
額
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
二
六
年
に
。
四

　
　
　
六
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
三
一
年
に
二
三
二
億
円
と
ほ
ぽ
五
倍
に

　
　
　
も
た
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
一
年
に
は
三
四
六
億
円
で
あ
り
、
三
十
年

　
　
　
代
に
は
大
き
な
増
加
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
四
四
年

　
　
　
に
は
六
八
四
億
円
で
あ
っ
た
。
　
（
三
菱
経
済
研
究
所
『
企
業
経
営
の
分

　
　
　
析
』
各
年
度
下
期
の
数
字
で
あ
る
。
）

　
　
（
４
）
　
「
相
互
に
『
市
場
』
と
し
て
役
だ
つ
種
々
の
産
業
部
門
は
、
均
等
に

　
　
　
発
展
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
お
い
こ
し
あ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
よ
り
発
展
し
た
産
業
は
外
国
市
場
を
も
と
め
る
の
で
あ
る
。
」
（
レ
ー
ニ

　
　
　
ソ
『
ロ
シ
ア
に
。
お
げ
る
資
本
主
義
の
発
展
』
レ
ー
ニ
ソ
全
集
箪
三
巻
大

　
　
　
　
煎
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

月
書
店
版
　
四
四
ぺ
ー
ジ
）

第
一
一
節

　
強
蓄
積
過
程
の
財
政
政
策
に
お
げ
る

租
税
政
策
の
位
置

　
第
一
節
で
述
べ
た
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
稜
と
不
均
等
発
展
の
拡

大
に
は
、
国
家
財
政
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。

　
前
述
の
「
新
長
期
経
済
計
画
」
に
は
、
資
本
蓄
積
の
推
進
の
た
め
財

政
に
要
望
さ
れ
る
点
と
し
て
、
第
一
に
「
民
間
蓄
積
の
増
強
に
資
す
る

た
め
の
租
税
負
担
の
軽
減
」
、
　
第
二
に
「
産
業
基
盤
の
育
成
強
化
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

め
の
投
資
を
確
保
す
る
こ
と
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
　
「
国
民

所
得
倍
増
計
画
」
で
も
、
　
「
安
定
成
長
の
極
大
化
」
を
計
る
た
め
の
財

政
に
閑
す
る
重
要
施
策
と
し
て
、
「
杜
会
資
本
の
充
実
と
杜
会
保
障
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

推
進
」
、
及
び
「
租
税
制
度
の
合
理
化
」
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
節
で
は
、
強
蓄
積
に
及
ぼ
し
た
租
税
政
策
の
位
置
づ
げ
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
杜
会
資
本
投
資
と
租
税
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ

う
。　

「
高
度
成
長
」
期
に
お
け
る
政
府
諸
計
画
の
中
で
、
特
に
「
国
民
所

得
倍
増
計
画
」
以
降
に
強
調
さ
れ
て
き
た
杜
会
資
本
充
実
政
策
で
は
、

そ
の
中
心
的
課
題
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
重
視
さ
れ
た
有
効
需
要
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
四
四
一
）

●



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
策
三
号
）

と
「
完
全
雇
用
」
に
代
表
さ
れ
る
恐
慌
回
避
政
策
で
は
な
く
、
む
し
ろ

「
産
業
基
盤
強
化
の
た
め
の
杜
会
資
本
」
充
実
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
、
　
「
経
済
の
急
速
な
成
長
に
よ
っ
て
道
路
を
中
心
と
し
た
交
通
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

設
の
遅
れ
と
、
工
業
用
水
の
不
足
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
つ
つ
あ
る
」
と

い
う
背
景
の
も
と
に
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
鉄
鋼
に
お
げ
る
銑

鋼
一
貫
工
場
の
よ
う
な
巨
大
工
場
の
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
へ
の
新
立
地

を
促
進
す
る
た
め
の
条
件
整
備
と
い
う
特
質
を
有
し
て
い
た
。
言
い
換

え
れ
ぱ
、
生
産
力
基
盤
、
あ
る
い
は
、
私
的
生
産
力
の
周
辺
を
整
備
強

化
す
る
も
の
と
し
て
の
杜
会
資
本
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
間
題
は
、
基
盤
整
備
と
し
て
の
杜
会
資
本
が
も
つ
資
本
蓄
積
に

及
ぽ
す
影
響
で
あ
る
。

　
有
効
需
要
政
策
や
「
完
全
雇
用
」
政
策
の
よ
う
た
恐
慌
回
避
策
と
し

て
で
は
な
く
、
基
盤
整
備
と
し
て
働
い
た
杜
会
資
本
の
運
動
は
、
他
面

か
ら
み
れ
ぱ
、
国
家
力
能
を
内
に
引
き
入
れ
た
独
占
企
業
の
不
変
資
本

節
約
の
運
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
資
本
主
義
に
。
お
い

て
、
独
占
資
本
に
よ
っ
て
充
用
さ
れ
る
資
本
は
、
そ
の
ま
す
ま
す
多
く

の
部
分
が
杜
会
資
本
と
し
て
形
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
れ
て
、
独
占
資
本
に
と
っ
て
不
払
い
費
用
が
　
　
た
と
え
部
分
的
に

支
払
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
　
　
ま
す
ま
す
増
大
し
、
そ
の
不
払
い
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
四
四
二
）

用
が
利
潤
に
転
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
利
潤
・
高
蓄
積
の
体
制
が

彩
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
不
払
い
費
用
利
潤
化
」
の
体
制
こ
そ

が
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
強
蓄
積
の
積
粁
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
強
蓄
積
の
て
こ
と
し
て
の
杜
会
資
本
は
、
決
し
て
産

業
一
般
の
基
盤
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
て
特
定
部
門
・
重
化

学
工
業
資
本
に
と
っ
て
の
基
盤
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
特
定
部
門
の

強
蓄
積
の
て
こ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
不
均
等
発
展
を
一
層

拡
犬
し
た
の
で
あ
る
。

　
杜
会
資
本
が
、
私
的
生
産
力
の
基
盤
と
し
て
機
能
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
工
業
部
門
問
の
不
均
等
発
展
を
促
進

し
た
の
に
対
し
て
、
企
業
課
税
政
策
は
ど
の
よ
う
に
強
蓄
積
に
影
響
を

及
ぽ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
注
意
し
て
お
か
た
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
企

業
課
税
政
策
と
は
、
財
政
支
出
の
物
的
基
礎
と
し
て
の
国
家
収
入
に
つ

い
て
の
間
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
広
義
の
支
出
政
策
の
一
部
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
畦
な
ら
、
法
人
税
率
の
引
下
げ
や
各
種
の
特

別
措
置
な
ど
の
法
人
税
の
滅
免
措
置
は
、
国
家
に
よ
る
企
業
に
対
す
る

補
助
金
、
ま
た
は
無
利
子
の
国
家
金
融
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
減
税
措
置
が
国
家
補
助
金
や
無
利
子
金
融
と



同
一
の
機
能
を
果
す
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
資
本
蓄
積
の
発
展
段
階

に
観
定
さ
れ
て
相
違
し
て
く
る
。
戦
後
の
資
本
蓄
積
の
段
階
は
、
第
一

に
、
蓄
積
規
模
の
低
い
段
階
で
あ
る
戦
後
復
興
期
、
第
二
に
、
軽
工
業

中
心
の
蓄
積
を
遂
げ
た
朝
鮮
特
需
期
、
第
三
に
、
本
格
的
な
重
化
学
工

業
中
心
の
強
蓄
積
段
階
で
あ
る
「
高
度
成
長
」
期
に
大
別
で
き
る
が
、

そ
の
段
階
に
１
応
じ
て
国
家
補
助
（
あ
る
い
は
無
利
子
金
融
）
と
企
業
減
税
の

形
態
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
戦
後
復
興
期
に
お
い
て
は
、
蓄
積
段
階
が

低
位
で
あ
り
利
潤
量
も
小
額
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
企
業
減
税
の
効
果
は

希
薄
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
は
国
家
補
助
金
ま
た
は
国
家
金

融
が
政
策
の
重
点
に
置
か
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
定
の
資
本
蓄
積

の
発
展
段
階
に
１
お
い
て
は
、
利
潤
量
の
増
大
に
よ
っ
て
企
業
減
税
政
策

が
大
き
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
後
に
詳
し
く
述

べ
る
の
で
あ
る
が
、
朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
は
、
軽
工
業
中
心
の
蓄
積

で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
租
税
特
別
措
置
な
ど
の
損
益
計
算
に
．
よ
る
減
税

形
態
を
通
じ
て
、
重
化
学
工
業
中
心
の
滅
税
政
策
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
入
り
、
重
化
学
工
業
中
心
の
蓄
積
に
転
じ

る
中
で
、
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
措
置
が
整
理
合
理
化
さ
れ
、

税
率
引
下
げ
と
い
う
彩
態
を
通
じ
る
重
化
学
工
業
資
本
中
心
の
企
業
減

税
が
重
視
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

　
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
租
税
政
策
は
、
利
潤
の
資
本
へ
の
再
転

化
の
中
で
も
、
特
に
、
急
速
た
技
術
革
新
に
基
づ
く
、
急
激
に
。
増
大
す

る
固
定
資
本
投
資
を
一
層
促
進
さ
せ
る
機
能
を
果
し
て
き
た
と
言
え
る
。

後
に
詳
し
く
考
察
す
る
が
、
製
造
業
に
お
け
る
昭
和
四
一
年
か
ら
四
四

年
ま
で
の
固
定
資
本
投
資
に
占
め
る
減
税
総
額
は
、
少
く
見
積
っ
て
も

一
八
・
七
％
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
租
税
論
で
は
、
こ
の
現
象
を
、
　
「
利
潤
の
費
用
化
」
と

し
て
特
徴
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
会
計
技
術
的
な
操
作

を
表
現
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
会
計
技
術
的
な
操
作
に

あ
ら
わ
れ
た
経
済
的
な
内
容
は
、
費
用
を
事
実
上
の
国
家
補
助
金
に
よ

っ
て
支
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

逆
に
「
費
用
の
利
潤
化
」
と
い
う
高
次
の
概
念
で
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
質
料
的
に
み
れ
ぱ
、
杜
会
資
本
は
私
的
生
産
力
の
基

盤
整
備
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
に
対
し
、
租
税
政
策
は
、
私
的
生
産

力
そ
の
も
の
に
関
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
運
動
の
視
点
か
ら
み

れ
ば
、
両
者
は
「
費
用
の
利
潤
化
」
と
い
う
形
態
を
通
じ
て
、
強
蓄
積

の
積
粁
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
経
済
企
画
庁
編
『
新
長
期
経
済
計
画
』
二
〇
べ
－
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
四
四
三
）



（
２
）

（
３
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

経
済
企
画
庁
編
『
国
民
所
得
倍
増
計
画
』
一
四
九
～
一
五
〇
ぺ
ー
ジ

同
右
　
一
九
べ
－
ジ

第
二
章
強
蓄
積
税
制

第
一
節
　
巨
大
な
固
定
資
本
投
資
と
税
制

　
　
一
、
減
税
に
お
け
る
損
益
計
算
機
構
と
税
率

　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
企
業
課
税
政
策
の
中
心
的
課
題
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
　
「
成
長
促
進
」
を
目
的
と
す
る
企
業
減
税
に
置

か
れ
て
い
た
。

．
ま
ず
、
ど
の
よ
う
に
し
て
企
業
減
税
が
行
な
わ
れ
て
き
た
の
か
、
そ

の
制
度
と
形
態
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

５　
表
皿
１
１
は
、
各
年
度
に
お
げ
る
減
収
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

各
項
目
に
よ
っ
て
算
出
の
仕
方
に
若
干
の
相
違
が
あ
り
厳
密
に
は
比
較

で
き
な
い
が
、
大
ま
か
な
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
収
額
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
諸
論
文
で
は
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
収
額

に
っ
い
て
、
税
率
改
訂
の
年
度
に
・
、
そ
の
改
訂
率
火
よ
る
減
収
額
の
み

し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
あ
る
年
度
に
お
げ
る
税
率
の

引
下
げ
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
引
下
げ
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
、
し

七
八
　
（
四
四
四
）

た
が
っ
て
、
累
積
的
な
引
下
げ
、
あ
る
い
は
連
続
的
た
減
税
政
策
に
衣

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
た
ら
ぱ
、
そ
れ
だ
げ
で
は
不
充
分
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
の
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
分
を
も
含
め
て
計
算
す
る
の
で

た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
，
ま
ず
、
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
ー
お
い
て
、
各
種
の
準
備
金
・
引
当

金
、
及
び
特
別
償
却
な
ど
の
企
業
課
税
特
別
措
置
が
次
々
と
創
設
さ
れ
、

企
業
減
税
に
よ
る
成
長
政
策
が
始
ま
る
。
昭
和
二
五
年
の
貸
倒
準
備
金
、

昭
和
二
六
年
の
価
格
変
動
準
備
金
、
重
要
機
械
の
三
年
間
五
割
増
償
却
、

重
要
機
械
の
輸
入
関
税
免
税
、
昭
和
二
七
年
の
退
職
給
与
引
当
金
な
ど

が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
、

損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
滅
税
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
だ
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
企
業
減
税
の
形
態
に
変
化
が
生
じ

る
。
昭
和
三
二
年
に
お
げ
る
貸
倒
準
備
金
と
価
格
変
動
準
傭
金
の
繰
入

率
の
引
下
げ
に
特
徴
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
別
措
置
に
つ
い
て
は

一
定
の
整
理
合
理
化
・
縮
少
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対

し
て
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
政
策
が
昭
和
三
十
年
よ
り
始
ま
り
、

し
だ
い
に
そ
の
比
重
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
税
率
は
、
昭
和
三
十
年
に

四
二
％
か
ら
四
〇
劣
、
三
三
年
に
三
八
％
、
さ
ら
に
三
六
年
に
は
配
当

軽
課
措
置
と
し
て
支
配
配
当
に
は
二
八
％
、
三
九
年
に
１
二
六
％
（
以
上
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ｏ
Ｏ
ｏ
○

胃Ｎ

お
○
ｏ
　
ト
ｏ
．
ｏ
。

８宣８

ｏ
◎
ｏ
◎
の

Ｈ
８

ｏ
ｏ
¢

一
嵩
－

亀畠

ｏ
ｏ
お

ｏ
ｏ
～

昌

ト
葛
　
　
３
Ｈ

宕
　
　
８

ｏ
ｏ
ｓ

Ｈ
〇
一

お
Ｈ
　
Ｈ
彗

ｃ
ｏ
べ

嵩
トり
観

一
。
。

お

８
ｏ
ｏ

　
蟹

　
Ｈ
５

■
一
澤

　
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ

　
雷

ｏ
ｏ
お

邊
ｏ
ｏ

旨
Ｏ

８
Ｎ

　
Ｈ
○
◎
ｏ

ピ
轟
ｏ
。

　
虞

　
べ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

（
畔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
－
畔
＞
誰
栂

謹
機
望
」
４
ｑ
声
片
か
鄭
芦
欝
口
涛
ｅ
汁
“
｝
〔
「
１
〔
…
十
靹
ｒ
汁
ｏ
畔
＞
誰
漬
＞
麗
（
済
戦
）
Ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄
卜
誰
樹

国
雌
繭
灘
戸
片
か
灘
漬
鐵
一
汁
誰
壁
灘
蛛
ル
『
「
今
醸
声
紡
ｑ
か
サ
菅
囲
ｅ
洋
ル
一
爾
熟
ｅ
濤
爾
石
智
旨
叫
か
蹴
料
碁
芦
岡
誰
謹
陪
ｅ
胱
Ｇ
斗
」
石
ｏ
ぐ
ソ
Ｈ
ｅ
塀
丑
津
ｑ
小
ｅ
輔
難
ｅ
｝
輔
～

爾
巌
ｅ
聾
彗
爵
首
。
。
り
君
鶉
一
勺
お
ベ
ト
Ｇ
節
欝
。
謂
首
合
舟
厨
逗
憂
叫
メ
温

菌
謹
葬
浬
静
聾
〔
片
か
樹
温
泣
一
姦
芦
騒
一
叫
菖
昨
前
溝
葡
『
曲
声
帝
癖
誰
謹
津
誓
牟
翻
鴎
華
ト
Ｇ
第
夢

彊
謹
醐
茸
堂
叫
『
畢
曝
紛
麗
欝
斗
出
難
』
－
竃
巾
ミ
ト
寄
津
９
Ｎ
畠
巾
９
９
胃
ト
６
節
欝
。

糊
碧
割
雌
獣
紛
メ
掴
≧
£
か
津
蟄
汁
尋
鴎
欝
豊
レ
岬
｝
汀
畔
＞
帝
糠
ｅ
渦
蟹
ト
Ｇ
蔀
灘
（
謂
葛
尋
汁
◎
畿
饒
）
・

向
「
一
〔
ｅ
蝉
坦
蒲
淘
囲
雌
躰
紛
メ
輯
＞
襲
〔
一
逼
慧
Ｏ
舟
声
醸
＊
ｅ
畔
＞
誰
栂
ｄ
駄
宝
養
帥
糊
Ｃ
汁
ぴ
ｅ
ｄ
駄
ぎ

　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
四
四
五
）



、
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の
数
字
か
ら
は
軽
減
税
率
が
除
外
さ
れ
て
い
る
）
に
引
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
と

と
も
に
減
収
額
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
に
は
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
収
と
そ
の
一

彫
態
で
あ
る
配
当
軽
課
措
置
に
よ
る
減
収
の
合
計
額
が
、
特
別
措
置
企

業
減
税
を
上
ま
わ
り
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
が
政
策
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
耐
用
年
数
の
改
訂
に
よ

る
減
収
（
こ
の
表
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
）
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

る
。
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
の
改
訂
は
、
昭
和
三
六
年
に
機
械
設
備
に

つ
い
て
平
均
二
〇
％
短
縮
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
昭
和
三
九
年
、

及
び
四
一
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
税
率
引
下
げ
に
よ
る
企
業
滅
税
が
三
十
年
代
に
一
般
的

と
な
っ
た
と
は
言
っ
て
も
、
租
税
特
別
措
置
が
縮
少
さ
れ
る
一
方
で
あ

っ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
　
「
そ
の
整
理
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
反
面
そ
の
時
々
の
経
済
的
要
請
に
応
ず
る
新
観
措
置
の

　
（
１
）

創
設
」
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
租
税
特
別
措
置
の
拡
充
を

上
ま
わ
っ
て
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
が
言
え
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
に
関
し
て
特
筆
し
て
お
か
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、

新
観
重
要
物
産
免
税
に
お
げ
る
対
象
品
目
が
三
二
年
以
降
著
し
く
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
四
四
六
）

し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
「
重
要
物
産
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
石

炭
、
銅
、
電
気
な
ど
の
大
部
分
が
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
こ
れ
に
代
っ

て
化
学
工
業
製
品
関
係
の
品
目
が
新
た
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

代
は
、
石
油
化
学
工
業
に
と
っ
て
そ
の
導
入
及
び
発
展
期
で
あ
り
、
そ

の
措
置
は
「
高
度
成
長
」
を
主
導
す
る
新
た
な
戦
略
産
業
で
あ
る
石
油

化
学
工
業
を
育
成
強
化
す
る
措
置
で
あ
っ
た
。
だ
が
後
に
考
察
す
る
よ

う
に
、
中
心
的
に
は
、
税
率
引
下
げ
と
滅
価
償
却
の
加
速
化
に
ょ
っ
て

戦
略
産
業
の
育
成
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
特
筆
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
は
、
昭
和
三
九

年
に
お
げ
る
輸
出
割
増
償
却
制
度
の
拡
充
及
び
海
外
市
場
開
拓
準
備
金

の
創
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
目
本
が
昭
和
三
八
年
に
ガ
ヅ
ト
一
一
条
国

へ
移
行
し
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
公
然
た
る
輸
出
補
助
金
で
あ
り
ダ

ソ
ピ
ソ
グ
補
償
と
な
る
輸
出
所
得
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
代
っ
て
、

ま
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条
国
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
た
ど
に
よ
り
一
層
激
化
す
る
国

際
的
競
争
に
対
応
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
重
要
な

こ
と
は
、
巨
大
た
減
価
償
却
費
を
有
す
る
工
業
に
お
げ
る
生
産
物
の
輸

出
促
進
と
そ
れ
以
外
の
生
産
物
の
輸
出
か
ら
の
排
除
を
政
策
化
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
八
年
に
お
け
る
輸
出
所
得
控

除
額
が
二
二
五
億
円
で
あ
り
、
三
九
年
に
お
け
る
輸
出
割
増
償
却
に
よ



る
減
収
と
海
外
市
場
開
妬
準
術
金
額
の
合
計
が
二
ご
二
億
円
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
連
続
性
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
が
、
昭
和
三
九
年
度
の
税
制
改
正
の
中
心
は
、
配
当
軽
課
措
置
の

一
層
の
拡
充
と
耐
用
年
敷
の
改
訂
に
，
置
か
れ
て
お
り
、
輸
出
競
争
力
の

強
化
策
と
し
て
前
面
に
出
て
い
る
の
は
、
や
は
り
税
率
引
下
げ
と
減
価

償
却
の
加
速
化
に
よ
る
内
部
留
保
の
充
実
政
策
で
あ
っ
た
。

　
国
際
的
競
争
の
激
化
と
国
内
に
お
げ
る
過
剰
生
産
の
顕
在
化
と
い
う

矛
盾
の
発
現
の
中
で
、
一
層
の
強
蓄
積
を
促
進
す
る
た
め
に
、
昭
和
四

十
年
代
に
は
、
さ
ら
に
二
層
の
企
業
減
税
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
昭
和

四
十
年
に
税
率
は
三
七
％
に
引
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
四
一
年
に
は
三
五

％
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
減
税
額
は
、
そ
れ
ま
で
の
引
下
げ
を

も
考
慮
す
れ
ぱ
、
四
十
年
に
一
二
五
三
億
円
、
四
一
年
に
二
〇
六
三
億

円
に
も
の
ぼ
り
、
昭
和
四
四
年
に
は
四
〇
一
七
億
円
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
に
配
当
軽
課
分
を
加
え
る
と
、
全
体
と
し
て
の
税
率
引
下
げ
に
よ

る
減
税
額
は
こ
の
額
を
は
る
か
に
越
え
る
こ
と
に
。
た
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
は
四
十
年
に
八
三
〇

億
で
あ
り
、
準
備
金
・
引
当
金
の
一
部
一
般
減
税
へ
の
組
入
れ
も
あ
り
、

三
十
年
代
に
比
べ
て
減
少
さ
え
示
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
資
本

構
成
の
是
正
に
よ
る
免
税
、
合
併
助
成
、
ス
ク
ラ
ヅ
プ
化
の
促
進
、
公

　
　
　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

害
防
止
施
設
の
特
別
償
却
等
、
矛
盾
の
激
化
に
対
応
し
た
諸
次
の
特
別

措
置
の
新
設
や
拡
大
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
た
ら

な
い
。
ま
た
、
関
税
還
付
金
、
と
く
に
石
油
化
学
原
料
用
揮
発
油
等
に

係
る
関
税
還
付
金
が
著
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
が
拡
充
さ
れ
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
　
コ
筒
度
成
長
」
期
を
全
体
と
し
て
考
察
す
る
た
ら

ぱ
、
配
当
軽
課
措
置
を
含
む
税
率
引
下
げ
に
■
よ
る
減
税
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
重
化
学
工
業
資

本
の
強
蓄
積
期
に
対
応
し
た
、
重
化
学
工
業
資
本
の
一
層
の
蓄
積
促
進

税
制
な
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
税
制
調
査
会
『
「
今
後
に
お
げ
る
わ
が
国
の
杜
会
、
経
済
の
進
展
に

　
　
　
即
応
す
る
基
本
的
た
租
税
制
度
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
答
中
及
び
そ

　
　
　
の
審
議
の
内
容
と
経
過
の
説
明
』
昭
和
三
九
年
二
百
発
行
　
二
〇
七

　
　
　
ぺ
ー
ジ

　
　
（
２
）
渡
辺
徳
二
著
『
石
汕
化
学
工
業
』
第
二
版
　
一
九
七
二
年
三
月
発
行

　
　
　
　
一
一
四
～
一
一
五
べ
ー
ジ
参
照

　
二
、
巨
大
な
固
定
資
本
投
資
と
企
業
減
税

　
第
一
章
第
二
節
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
企
業
減
税
は
、
　
「
高
度

成
長
」
過
程
に
お
い
て
、
主
と
し
て
、
急
速
な
技
術
革
新
に
基
づ
く
急

激
に
増
大
す
る
固
定
資
本
投
資
を
一
層
促
進
さ
せ
る
機
能
を
果
し
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
四
四
七
）
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急
詐
鮒
鷺
鷺
箒
批
搬
榔
驚
。
繋
飾
駅
箒
特

轟
ぶ
無
繁
鴛
。
搬
。
一
籔
蜘
淋
灘
鉦
一

強
二
繁
鰭
鰯
驚
義
鳥
脚
閉
義
蟻
漱

か
菱
』
る
・
げ
し
×
金
）
費
「
い
価
　
却
れ
は
額
は
ま
い
引
で
れ
と
無
備
て
に
剰
　
定
て

２
二
析
あ
た
下
に
金
当
率
却
り
て
減
　
償
さ
字
加
金
年
て
し
表
ま
債
ア
準
じ
金
本
　
固
れ

一
，
分
で
っ
引
う
益
配
税
償
よ
れ
別
。
価
載
数
増
当
２
８
れ
差
原
含
負
ミ
本
乗
備
資
　
他
さ

皿
て
の
の
と
率
よ
利
配
課
価
度
さ
特
た
減
記
の
期
引
り
さ
を
，
に
定
レ
資
を
準
他
　
の
載

表
ぺ
営
も
を
税
の
期
支
軽
減
年
載
，
し
別
み
表
当
諸
よ
算
分
た
債
固
プ
は
％
本
の
。
そ
記

　
す
経
た
期
　
次
当
十
当
　
３
８
記
は
載
特
の
本
の
　
年
加
の
ま
負
は
　
額
４
２
資
そ
る
　
り

１
）
　
　
　
２
）
　
　
　
３
）
　
　
　
　
　
　
４
）
　
　
　
　
５
）
　
　
　
　
６
）

注
　
　
　
　
注
　
　
　
　
注
　
　
　
　
　
　
　
注
　
　
　
　
　
　
注
　
　
　
　
　
注

（
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

八
二

　
）
額
％
税
・
減
鯛
業
（企と債負定固

るけおに業造製２ト表

４
４
～
４
０

３
９

～
３
５

３
４

～
３
０

和
２
９

　
～

昭
２
５

＼
６３０，８４
０
３
５

４
８
５
０
３
３
０
６
１
９
３
２
３
５
９
３
独
５
９
３
５
１
４
１
４
４
１
１
０
１
０
４
１
９
０
器
れ
ム
犯
葦
讐
　
払

８
４
５

０
７
６
５
５
７
２
１
４
１
４
）
６
７
４
２
２
３
６
０
２
２
９
７
７
９
８
０
３
０
７
７
２
４
６
８
，
　
・
　
，
　
　
，
　
　
，
１
　
　
　
，
　
’
　
　
　
　
，
３
１
１
４
２
１
ｕ
（
　
１
６
７
　
　
８

８
７
５

５
６
４

ｍ
膿
　
胴
叢
螂
饗
４
２
，
　
　
　
１
，
　
　
Ｌ

計
合
途
使

額
産
資
定
固

ＯＯ０１

４

７
・

６

０４１

９４

８３４

０４

６９

６

２
．

３

９３

２

０
．

０７２

７１

６９９，９２

０

０
．

０１

２

７
・

４

０

９
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２
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２

２
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４
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０
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２
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０
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額産資
額
　
産
定
資
固
醍

　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

額
金
よ
費
費
金
行
に
金
債

総
金
保
脈
増
却
鯛
当
金
発
鰍
増
入
触

総
軒
鱗
引
ｘ
灘

定
内固

杜
税
る
滅
特
諸

　
（
　
　
　
（

外
株
ブ
よ
長
そ
（

２８９，９

７

８
一

ユ

２５３，２

４７

０５５８３３額総税

７４５

７
一

一
一

隷
一 （

四
四
八
）

た
。

　
そ
の
こ
と
を
証
明
し
、
そ
の

彩
態
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、

企
業
資
本
の
調
達
方
法
に
つ
い

て
、
そ
の
変
化
を
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
こ

の
問
題
は
、
利
潤
の
資
本
へ
の
、

特
に
固
定
資
本
へ
の
再
転
化
に
。

関
す
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
表
１
Ｉ
２
は
、
固
定
資
産
投

資
と
そ
れ
を
支
え
る
固
定
負
債
・

に
つ
い
て
、
昭
和
二
十
年
代
後

半
か
ら
昭
和
四
十
年
代
前
半
ま

で
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
表
は
、
三
菱
経
済
研

究
所
『
企
業
経
営
の
分
析
』
の

「
資
金
の
使
途
及
び
源
泉
」
表

等
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

特
別
減
価
償
却
額
が
昭
和
三
八



年
度
か
ら
し
か
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
諸
々
の
不
充
分
さ
も
あ
る
が
、

表
皿
１
１
か
ら
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
特
別
減
価
償
却
が
そ
れ
ほ
ど

多
額
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
企
業
資

本
調
達
と
税
制
と
の
関
り
の
解
明
に
は
、
さ
し
つ
か
え
た
い
と
思
わ
れ

る
。　

こ
の
表
に
ー
あ
ら
わ
れ
て
い
る
企
業
減
税
彫
態
は
、
税
率
引
下
げ
に
ょ

る
利
益
増
（
配
当
軽
課
を
含
む
）
、
特
別
減
価
償
却
、
諸
引
当
金
、
プ
レ
、
・
・

ア
無
税
に
よ
る
利
益
増
（
昭
年
三
十
年
よ
り
記
載
）
で
あ
る
．

　
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
合
計
額
が
固
定
資
産
投
資
額
の
中
に
占
め
る
比
重

と
そ
の
変
化
か
ら
考
察
し
よ
う
。

　
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
、
企
業
減
税
総
額
の
比
重
は
七
・
五
％
で

あ
っ
た
が
、
三
十
年
代
前
半
に
は
一
度
四
・
七
％
へ
と
減
少
し
、
そ
の

後
三
十
年
代
後
半
に
は
再
び
七
・
四
％
へ
と
増
大
し
、
四
十
年
代
に
は

さ
ら
に
一
八
・
七
％
と
急
激
に
増
大
し
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
前
半
へ
の
比
重
の
低
下
は
、
第
一
に
、

固
定
資
産
投
資
額
が
二
十
年
代
後
半
に
は
三
十
年
代
に
比
べ
て
著
し
く

小
額
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
諸
引
当
金
が
絶
対
額
で
も
三
三
八
億
円

か
ら
三
〇
六
億
円
へ
と
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
三
十
年
代
前
半
に
損
益

計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
措
置
が
整
理
・
合
理
化
さ
れ
た
こ
と
を
反
映

　
　
　
　
重
化
学
工
業
資
木
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

し
て
い
る
。
他
方
、
税
率
が
引
下
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
利
益
増
が
祉

内
留
保
金
の
中
で
増
大
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
前
半
か
ら
後
半
へ
の
変
化
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き

こ
と
は
税
率
引
下
げ
に
ょ
る
利
益
増
が
企
業
減
税
の
中
心
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
，
よ
っ
て
、
企
業
減
税
総
額
の
固
定
負
債

に
占
め
る
比
重
が
、
四
・
七
％
か
ら
七
・
四
％
へ
と
増
大
し
て
い
る
。

諸
引
当
金
も
絶
対
額
で
は
増
大
し
て
い
る
が
相
対
的
に
は
二
・
六
％
か

ら
二
・
四
％
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
無
税
に
よ
る
利

益
増
も
、
○
・
五
％
か
ら
一
・
五
％
へ
と
増
大
し
て
お
り
、
昭
和
三
六

年
を
頂
点
と
す
る
時
価
発
行
増
資
の
波
を
反
映
し
て
い
る
が
、
こ
の
表

に
あ
ら
わ
れ
た
限
り
で
は
、
全
体
と
し
て
比
重
が
低
い
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
、
過
剰
生
産
の
顕
在
化
と
国
際
的
競
争
の

激
化
に
よ
る
矛
盾
の
深
化
を
反
映
し
て
、
ま
た
さ
ら
に
巨
大
な
資
本
蓄

積
を
促
進
す
る
た
め
、
一
層
の
内
部
留
保
の
充
実
政
策
が
と
ら
れ
た
結

果
、
企
業
減
税
総
額
の
比
重
が
七
・
四
％
か
ら
一
八
・
七
％
へ
と
急
速

に
増
大
し
て
い
る
。
税
率
の
引
下
げ
を
は
じ
め
と
し
、
特
別
減
価
償
却

費
の
急
増
を
含
む
滅
価
償
却
費
の
増
大
が
著
し
い
。
滅
価
償
却
費
は
耐

用
年
数
改
訂
な
ど
の
結
果
三
五
・
八
％
か
ら
四
三
・
八
％
へ
と
増
大
し

て
い
る
。
、
ま
た
、
諸
引
当
金
が
非
常
に
増
大
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
四
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

は
減
価
償
却
引
当
金
が
含
ま
れ
て
お
り
、
耐
用
年
数
の
改
訂
に
よ
っ
て

そ
れ
が
巨
額
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
他
の
諸
引
当
金
に

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
た
増
大
は
た
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
前
半
ま
で
を
全
体
と

し
て
み
る
た
ら
ば
、
第
一
に
、
固
定
資
産
投
資
が
〕
局
度
成
長
」
期
に

あ
た
る
三
十
年
代
及
び
四
十
年
代
前
半
に
急
増
し
て
お
り
、
企
業
減
税

　
）
額
％
税
金
減
億
業
（企と金益禾期当るけおに業造製３卜表

４
４
～
４
０
；

７
５
∴
３
３
１

８
７
１

５
１
５
－

３
２
３
１

０
５
｛
１
４
１

０
７
１

３
５
１

３
１
２
．

８
０
■
６
１

８
２
１

７
４

５
７
１

７
７
３
３
１

０
１
０
，

０
１
０
１

，
如
弾
蝸
軟
税

一
胴
一
当
一
一
一

総
額
の
比
重
は
そ
の
間
増
大
の
一
途

を
た
ど
り
、
資
本
蓄
積
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
重
要
た
も
の
と
し
て
組
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
に
、

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
「
高
度
成
長
」

期
以
前
に
は
、
諸
引
当
金
等
の
損
益

計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
が
主
た
る

も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
三
十

年
代
に
は
、
税
率
引
下
げ
に
ょ
る
利

益
増
が
中
心
と
な
り
、
四
十
年
代
前

半
に
は
、
税
率
引
下
げ
と
減
価
償
却

の
加
速
化
（
特
に
耐
用
年
数
改
訂
）
が
成

長
促
進
の
た
め
に
拡
大
さ
れ
て
い
る

八
四
　
（
四
五
〇
）

こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
考
察
は
、
主
と
し
て
、
利
潤
の
資
本
へ
の
再
転
化
に
。
関
る
問

題
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
利
潤
そ
の
も
の
に
占
め
る
減
税
額
の
比
重
に

つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
資
料
の
制
約
上
、
減
価
償
却
費
に
つ
い
て
は
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

略
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。

　
表
ｎ
ｌ
３
は
、
当
期
利
益
金
と
諸
引
当
金
と
の
合
計
額
に
占
め
る
、

税
率
引
下
げ
に
よ
る
利
益
増
と
諸
引
当
金
の
比
重
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
合
計
額
及
び
個
々
の
項
目
の
比
重
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
諸
特
徴
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
固
定
資
産
投
資
の
増
大
に
比
べ
て
利
益
金
の
伸
び

が
低
い
仁
め
に
、
表
皿
１
２
よ
り
表
ｕ
ｌ
３
の
方
が
変
動
幅
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
利
益
金
の
伸
び
を
上
ま
わ

る
固
定
資
産
投
資
を
行
う
た
め
に
、
い
か
に
。
租
税
政
策
が
重
視
さ
れ
て

き
た
か
を
如
実
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

　
（
１
）
諸
引
当
金
の
中
に
は
、
価
格
変
動
準
備
金
な
ど
の
よ
う
に
１
流
動
負
債

　
　
　
に
属
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
一
」
・
で
す
べ
て
は
固
定
負
債
と
し
た
。

、
一
、

第
二
節
主
力
工
業
構
成
と
企
業
課
税

工
業
部
門
間
の
不
均
等
発
展
と
租
税
政
策



　
「
高
度
成
長
」
期
を
、
同
家
権
力
を
動
員
し
国
民
大
衆
の
犠
牲
の
上
　
　
大
し
た
の
で
あ
る
。

で
の
工
業
生
産
額
と
民
問
固
定
資
本
投
資
の
急
増
と
し
て
特
徴
づ
け
る
　
　
　
前
節
で
、
固
定
資
本
投
資
の
巨
大
さ
と
、
そ
れ
を
支
え
た
租
税
の
制

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
「
成
長
」
過
程
は
、
同
時
に
工
業
部
門
問
の
　
　
度
と
実
態
を
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
決
し
て
製
造
業
全
体
に
あ

不
均
等
発
展
と
い
う
矛
盾
の
激
化
の
過
程
で
も
あ
り
、
国
家
財
政
は
　
　
て
は
ま
る
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
れ
て
特
定
部
門
に
あ
て
は
ま
る
の
で
あ

「
成
長
」
を
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
内
在
す
る
矛
盾
を
も
拡
　
　
る
。
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．
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．
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切
．
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〇
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仰
．
ｏ
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ド
仁

瓦
化
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工
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資
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税
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藤
岡
）

八
五
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本
節
で
は
、
企
業
課
税
政
策
が
、
い
か
に
し
て
工
業
部
門
問
の
不
均

等
発
展
を
促
進
さ
せ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
表
皿
１
４
は
、
昭
和
四
十
年
代
前
半
に
お
げ
な
主
要
産
業
の
固
定
資

産
投
資
額
及
び
固
定
負
債
額
の
製
造
業
全
体
の
中
に
占
め
る
比
重
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
固
定
資
産
投
資
額
で
は
、
鉄
鋼
業
・
化
学
工
業
・
輸
送
用
機

械
工
業
だ
げ
で
全
体
の
五
六
・
六
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て

繊
維
工
業
と
食
料
品
工
業
と
は
合
計
し
て
も
一
〇
％
に
満
た
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
だ
げ
で
も
、
い
か
に
固
定
資
産
投
資
の
巨
大
さ
が
特
定
部

門
中
心
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
こ
の
固
定
資
産
投
資
の
源
泉
で
あ
る
固
定
負
債
に
つ
い
て
み

る
と
、
鉄
鋼
・
化
学
・
輸
送
用
機
械
工
業
で
六
〇
一
％
近
く
を
占
め
、
繊

維
・
食
料
品
工
業
の
合
計
額
は
わ
ず
か
八
・
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

う
ち
企
業
減
税
総
額
に
つ
い
て
も
、
前
者
だ
け
で
六
四
・
五
％
と
三
分

の
二
近
く
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
七
・
七
％
に
す
ぎ

な
い
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ァ
を
除
く
企
業
減
税
の
各
項
目
に
つ
い
て
も
い

ず
れ
も
前
者
だ
げ
で
五
七
～
八
○
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
巨
大
た
固
定
資
産
投
資
を
可
能
た
ら
し
め
た
一
つ
の

重
要
な
要
因
で
あ
る
企
業
減
税
は
固
定
資
産
投
資
の
巨
大
性
が
特
定
部

八
六
　
（
四
五
二
）

）％凧傭移推の額税減業企と債負定固５ト表 料
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４
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－
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９
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０
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２
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９
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Ｆ
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３
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４
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０
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２
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０
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５
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２
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２
／
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２
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２
３
“
５
３
９
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企

年
額
額
撮
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固
企



門
に
お
け
る
巨
大
性
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
特
定
部
門
に
お
け
る
減
税

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、
特
定
部
門
に
お
げ
る
企
業
減
税

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
部
門
・
重
化
学
工
業
資
本
の
集
積
・
集
中

が
可
能
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
一
層
明
確
に
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら

四
十
年
代
前
半
へ
の
変
化
を
考
察
し
よ
う
。
表
皿
１
５
は
、
固
定
負
債

総
額
と
企
業
減
税
総
額
に
関
し
て
の
み
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
四

十
年
代
前
半
へ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
お
い
て
は
、
固
定
負
債
の
最
も
多
額
に
の
ぼ

る
産
業
は
繊
維
工
業
で
あ
り
、
製
造
業
全
体
の
二
五
劣
を
占
め
て
お
り
、

二
十
年
代
後
半
に
は
、
繊
維
工
業
が
固
定
資
産
投
資
の
中
心
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
繊
維
工
業
に
お
げ
る
企
業
滅

税
総
額
は
製
造
業
全
体
の
二
六
％
で
あ
り
、
や
は
り
最
も
高
い
水
準
で

あ
る
。
た
だ
資
料
の
制
約
上
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
滅
税
額
は
諸

引
当
金
の
み
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
鉄
鋼
・
化
学
・
輸
送
用
機
械
工
業
に
お
い
て
は
、

二
十
年
代
後
半
に
は
、
合
計
し
て
も
固
定
負
債
が
四
〇
・
六
劣
、
企
業

滅
税
総
額
が
三
六
・
四
％
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
た
数
字
か
ら
、
二
十
年
代
後
半
に
は
、
繊
維
工
業
中
心
の

　
　
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

企
業
滅
税
政
策
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は

必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
舟
部
門

の
当
期
利
益
金
に
占
め
る
減
税
額
の
比
重
は
、
鉄
鋼
業
な
ど
の
方
が
高

い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
租
税
政
策
が
す
で
に
、
二
十
年
代
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
お
い
て
重
工
業
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
資
本

蓄
積
か
ら
み
れ
ぱ
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
繊
維
工
業
の
蓄
積
率
が
高
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
、
固
定
資
産
投
資
の
中
心
は
重
化
学
丁
業

に
移
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
固
定
負
債
が
鉄
鋼
・
化
学
・

輸
送
用
機
械
工
業
の
合
計
で
五
〇
％
を
越
え
、
繊
維
・
食
料
品
工
業
で

は
わ
ず
か
一
〇
％
強
で
あ
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
。
企
業
減
税
総
額
は
、

重
化
学
工
業
が
五
〇
％
前
後
で
あ
り
、
軽
工
業
に
お
い
て
は
、
前
半
に

一
％
以
下
、
後
半
に
は
一
〇
％
強
で
あ
り
、
租
税
政
策
の
中
心
が
重
化

学
工
業
資
本
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
に
。
、
国
家
財
政
は
重
化
学
工
業
資
本
に
お
げ
る
利
潤

の
資
本
へ
の
再
転
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
利
潤
を
一
層

高
い
利
潤
を
生
む
固
定
資
本
に
転
化
さ
せ
、
強
蓄
積
を
可
能
な
ら
し
め

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
工
業
部
門
問
の
不
均
等
発
展
を
促
進
し
、

四
十
年
に
お
げ
る
過
剰
生
産
の
顕
在
化
を
一
層
激
烈
な
も
の
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
四
五
三
）
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国
際
的
競
争
に
よ
り
一
属
抽
車
の
か
か
っ
た
矛
盾
の
激
化
の
一
時
的
解

決
と
し
て
、
そ
し
て
さ
ら
に
巨
大
な
強
蓄
積
を
促
進
す
る
た
め
に
、
税

率
の
引
下
げ
・
耐
用
年
数
似
改
訂
等
々
の
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
が
、

四
十
年
代
に
、
お
げ
る
企
業
減
税
の
部
門
問
配
分
は
、
不
均
等
発
展
を
一

層
押
し
進
め
、
矛
盾
を
一
層
深
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
四
十
年
代
後
半
に
、
諸
々
の
国
際
的

矛
盾
の
激
化
に
つ
れ
て
顕
在
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

他
稿
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

　
　
（
１
）
　
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
お
け
る
総
合
的
計
画
と
し
て
、
「
講
和
条
約

　
　
　
会
議
に
わ
が
国
の
講
和
全
権
団
が
持
っ
て
い
っ
た
」
Ｂ
資
料
（
二
六
年

　
　
　
八
月
二
六
日
）
と
、
経
済
審
議
庁
が
作
成
し
た
「
昭
和
三
二
年
度
経
済

　
　
　
表
」
た
ど
が
あ
る
。
Ｂ
資
料
に
示
さ
れ
た
目
標
年
次
で
あ
る
昭
和
二
九

　
　
　
年
の
生
産
水
準
で
は
、
機
械
工
業
が
最
も
高
く
、
次
い
で
金
属
工
業
・

　
　
　
化
学
工
業
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
　
「
昭
和
三
二
年
度
経
済
表
」

　
　
　
に
お
け
る
産
業
設
備
投
資
計
画
で
も
、
製
造
業
の
中
で
は
、
金
属
工
業

　
　
　
　
の
設
備
投
資
が
最
も
高
く
、
次
い
で
化
学
工
業
・
機
械
工
業
の
順
に
な

　
　
　
　
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
総
合
的
計
画
に
お
い
て
、
す

　
　
　
で
に
、
重
化
学
工
業
中
心
の
経
済
成
長
が
計
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
山
伊
知
郎
監
修
　
戦
後
経
済
史
編
さ
ん
室
編
『
戦
後
経
済
史
（
経

　
　
　
済
政
策
編
）
』
一
九
六
〇
年
九
月
発
行
二
九
八
～
三
〇
四
べ
ー
ジ
参
照

　
二
、
鉄
鋼
業
と
繊
維
工
業
に
お
げ
る
企
業
減
税
形
態

　
第
一
節
で
、
「
高
度
成
長
」
下
に
お
い
て
、
税
率
引
下
げ
が
主
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
四
五
四
）

滅
税
彩
態
と
た
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
巨
大
な
固
定
資
本
投
資
を
可
能
た

ら
し
め
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
前
項
で
減
税
の
配
分
が
工
業
部
門
間

の
不
均
等
発
展
を
推
進
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
本
項
で
は
、
そ
の
両

者
の
関
係
を
間
題
と
す
る
。

　
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
昭
和
二
十
年
代
に
お
け
る
損
益
計
算
機
構
を

通
じ
る
減
税
と
三
十
年
代
お
よ
び
四
十
年
代
前
半
に
お
げ
る
税
率
引
下

げ
を
中
心
と
し
た
減
税
に
よ
る
内
部
留
保
の
増
大
は
、
す
べ
て
の
部
門

に
妥
当
し
た
の
で
は
た
く
、
特
定
の
部
門
、
す
な
わ
ち
素
材
重
化
学
工

業
部
門
に
妥
当
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
均
等
発
展
を
促
進

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
鉄
鋼
業
と
繊
緯
工
業
を
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

れ
「
相
互
に
『
市
場
』
と
し
て
役
だ
つ
種
々
の
産
業
部
門
」
の
代
表
と

し
て
取
り
上
げ
、
減
税
の
形
態
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

　
ま
ず
鉄
鋼
業
で
あ
る
が
、
諸
引
当
金
の
固
定
負
債
に
占
め
る
比
重
は
、

二
十
年
代
後
半
の
五
・
八
％
か
ら
三
〇
年
代
に
は
損
益
計
算
機
構
を
通

じ
る
減
税
措
置
の
整
理
合
理
化
の
た
め
二
・
八
％
、
後
半
に
は
絶
対
額

で
も
減
少
し
、
一
・
一
％
に
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
税
率
引
下

げ
に
よ
る
利
益
増
は
、
三
十
年
代
に
二
・
○
％
、
三
・
○
劣
と
そ
の
比

重
を
増
大
さ
せ
、
三
十
年
代
後
半
に
は
、
企
業
滅
税
の
中
で
最
も
大
き
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外

そ
の
中
に
減
価
償
却

引
当
金
が
多
額
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
の

結
果
で
あ
っ
て
、
そ

れ
以
外
の
諾
引
当
金

は
小
額
に
す
ぎ
な
い
。

プ
レ
ミ
ア
無
税
に
よ

る
利
益
は
、
三
十
年

代
後
半
に
わ
ず
か
に

増
大
し
て
い
る
が
、

全
体
と
し
て
比
重
が

小
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鉄

鋼
業
に
お
い
て
は
、

製
造
業
全
体
を
考
察

す
る
際
に
明
ら
か
に

た
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
十
年
代
前
半
に

お
い
て
は
、
特
別
減
価
償
却
費
が
九
・
九
％
に
も
達
し
、
税
率
引
下
げ

に
よ
る
利
益
増
も
七
・
八
％
へ
増
大
し
て
い
る
。
諸
引
当
金
の
増
大
は
、

　
　
　
通
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

た
っ
た
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
前
半
に
か
げ
て
の
企
業

減
税
の
諦
特
徴
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
の
．
で
あ
る
が
、
繊
維
工
業
に
お

い
て
は
必
ず
し
も
妥
当
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
四
五
五
）
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５
一
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２
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６

７
一

一

４
・

１
引十

金
－
当弓諸

　
繊
維
工
業
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十

年
代
後
半
に
諸
引
当
金
の
比
重
が
七
・

九
％
を
示
し
た
後
、
三
十
年
代
前
半
に

は
大
き
く
そ
れ
が
減
少
し
て
は
い
る
が

後
半
に
な
る
と
ま
た
増
大
し
、
税
率
引

下
げ
に
よ
る
利
益
増
よ
り
も
上
ま
わ
っ

て
い
る
。
後
者
は
三
十
年
代
に
入
っ
て

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
諸
引
当
金
に

比
べ
る
と
そ
の
額
は
は
る
か
に
少
な
い
。

四
十
年
代
に
入
っ
て
、
鉄
鋼
業
と
同
様

の
変
化
が
み
ら
れ
る
が
、
鉄
鋼
業
と
対

比
す
る
と
そ
の
程
度
は
小
さ
い
と
言
え

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
、

お
げ
る
税
率
引
下
げ
と
減
価
償
却
の
加

速
化
を
中
心
と
す
る
企
業
減
税
彩
態
は
、

繊
維
工
業
よ
り
も
鉄
鋼
業
に
特
に
あ
て

は
ま
る
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
同
じ
問
題
を
、
利
潤
そ
の
も
の
の
中
に
含
ま
れ
る
減
税
額
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
四
五
六
）

訳
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
Ｈ
Ｉ
７
の
よ
う
に
た
る
。

　
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
っ
い
て
注
目
す
ぺ
き
こ
と
は
、
利
益
金
は
繊

維
工
業
の
方
が
は
る
か
に
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
に
占
め
る

諾
引
当
金
の
比
重
は
鉄
鋼
業
の
方
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
鉄
鋼
業
で
は
利
益
金
が
繊
維
工
業
の
そ
れ
よ
り
も
絶
対
額

で
は
小
さ
い
が
、
利
益
金
に
占
め
る
減
税
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
言
い

換
え
れ
ぱ
、
当
期
利
益
金
の
う
ち
よ
り
多
く
の
額
が
減
税
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
対
的
に
多
い
固
定
資
産
投
資
を
可
能
に
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
に
ぽ
、
表
１
－
６
で
示
し
た
傾
向
が
よ
り
一
層
明
確

な
彩
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
繊
維
産
業
の
三
十
年
代
後
半
の
諸
引
当
金

項
目
は
、
二
十
年
代
後
半
と
同
じ
割
合
に
ま
で
増
大
し
て
お
り
、
逆
に

税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
額
は
鉄
鋼
業
に
比
べ
て
小
額
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
二
十
年
代
と
三
十
年
代
に
お
い
て
、
鉄
鋼
業
が
よ
り
重

点
的
に
減
税
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
形
態
は
相
違
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
原
因
は
、
二
十
年
代
に
お
い
て
は
、
資
本
蓄
積
の
中
心
が
軽

工
業
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
三
十
年
代
に
は
素
材
重
化
学
工
業
資
本

に
そ
の
中
心
が
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
総
資
本
営
業
利
益
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
１
１
８
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
繊
維
工
業
の
総
資
本
営

業
利
益
率
が
鉄
鋼
業
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
よ
う
や

く
昭
和
三
一
年
に
な
っ
て
そ
れ
が
逆
転
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
七
・

三
八
年
を
除
い
て
、
　
「
高
度
成
長
」
全
体
を
通
じ
て
鉄
鋼
業
の
利
益
率

の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
利
潤
率
が
繊
維
工
業
よ
り
低
い

段
階
で
は
、
鉄
鋼
業
に
と
っ
て
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
の
効
果
は
全

く
希
薄
で
あ
る
か
ゆ
え
に
、
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
て
特
定
部
門
で
あ

る
鉄
鋼
業
の
第
一
次
合
理
化
を
促
進
す
る
減
税
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
、
利
益
率
が
鉄
鋼
業
に
お
い
て
上

昇
し
、
利
益
金
が
増
大
す
る
に
っ
れ
て
、
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
税
政

焚
が
有
効
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
減
税
形
態
の
変
化
を

通
じ
て
、
産
業
構
造
の
一
層
の
高
度
化
政
策
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
煎
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
（
藤
岡
）

る
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